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ダ カ と 区別が 困難で あり ，
B 遺伝子 が存在す る と き

に そ の 特 徴 が 現 わ （しる 。他 の
一つ は メ ラ ノ ホ

ー
ア に

関係 す る b の ア レ レ 　（B ＞ B ’
＞ b） に 属す る もの で

あ る。こ の メ ダ カ は 舞化後 は緋 メ ダ カ と区別 が つ か

ず ， 成長 に 伴 い ，メ ラ ノ ホ ーア が 黒 化 し は じ め ， 野

生 型 メ ダ カ と 区別 が つ か な い 程 度 に な る も の もあ

る e 黒 化 の 過程 で は ， そ れ ぞ れ の メ ラ ノ ホ ーア は黒

化の程度に 差 があ り， い ろ い ろ な 段階の もの が み ら

れ ， 次第 に 野 生 型 メ ダ カ の 体色 に 似 て くる。こ の 遺

伝子 は β に 対 して 劣性 で あ り，B
’

と う に 対 し て は

優性．を示す。

ハ ツ カ ネ ズ ミ に おける ア グ チ毛 色 形 成

　　　 竹 内拓司 ・桜井隆繁

（東北大学理 学部 生物学教室 ・

福島県立医科大学）

　野生 型 の ハ ツ カ ネ ズ ミ で は ， 毛球 の 色 素 細 胞 が

eumelanin と　phaeornelanin とを交互 に 形成す る

こ と に よ っ て ，ag 。uti とい う毛 色 を か た ち つ くる 。

す で に eumelanin 形成期に は ， 色素細胞 IC　eumela ・

nosome と も 言 う べ き紡 錘 形 の 顆粒が見 られ ，一
方

phaeomelanin 形成期 に は phaeomelanosome と も

言 うべ き ， 内部 に 小粒子 と 膜様溝 造を有す る 円形顆

粒 が 見 られ る こ とを 報 告 し た 。 今 回 eumelanin 形

成 か ら phaeome ！anin 形成 へ の 転換期 に あ る 毛 球

色素細 胞 で 同 時 に eumelanosome と phaeomelano −

some を含む像が観察され た 。
こ れ は eumelanin 形

成 か ら phaeomelanin 形成へ の転換 が 同
一一

細 胞 内

℃ お こ る こ と を 示 し て い る。一
方 phaeomelanin を

合成 し て い る 時期 の 皮膚 （AA ） から中性 で 抽 出 し

た 上 清を ， 生後 2 日 の non −agouti （aa ） 皮膚 の 器

宮培養 に 加 え る と eumelanin の 形成 が 抑制 され る

こ とが 観察さ れ た 。
こ れ が非特 異的な チ U シ ナ ーゼ

活性 の 抑制 に よ る の か ，践 遣伝 子の 産物 に よ る抑制

な の か，検討を要 す る。

脊椎動 物 に み ら れる モ ザ イ ク型 色 素細胞 の 性状

松本 二 郎 ・堀 川淑子 ・

　　J、T ．　BAGNARA ，　M ．　E ．　HADLEY ＊

（慶応大学生物学教室 ・

ネDept．　 BioL　 Sci，，　 Univ．　Arizona）

　脊椎動物皮 膚に み られ る色素細胞の 細胞 型 は含 有

す る 色 素器官 の 性状 を 基 礎 に ，メ ラ ノ ソ
ーム に よ り

特徴ず け られ る黒 色 素胞 ，
プ テ il ノ ソ ーム に よ る 黄

（赤）色 素胞 及 び 反射小板 に よ る虹 彩 （白色 素）胞

の 三 基 本型 に 識別 され て き た。筆者 らは 北米産爬 虫

類 Rh・inocheitus 　leconti　 lcつ い て 上 述 の 三 基本 型

の 他 に，二 種 以 上 の 色 素 器官 を含有 す る モ ザ イ ク 型

色素胞 が 存在 す る こ と を 電 子 顕微鏡 に よ る形態検索

で 解 明 した。モ ザ イ ク 型 に は 〔1｝反射 小 板 を含む赤色

素胞   メ ラ ノ ソ ーム を 含 む 赤 色素胞｛3阪 射 小板を含

む黒色素胞及 び （4〕ブ テ リ ノ ソ ーム と メ ラ ノ ソ ーム を

含 む 虹 彩胞 の 四種が 観察 され た。モ ザ イ ク 型細胞 に

み られ る異種色 素器官 は 膜 で蔽わ れ た 複合体 の 形状

を示 さ な い こ と及 び 二 種 の 色素器官の 移行型 が 観察

さ れ る こ と か ら phagocytosis に よ る取り込み の 可

能性は除外 され た 。 こ れ らの 知 見か ら色素細胞 の 細

胞 型 は 極 め て 共 通の 機購 に よ り構築 され て い る と推

測 され た 。

メ ダ カ の 色素胞 の 分 化 に 関す る電顕的研 究

波磨忠雄
・安富 真澄 ・竹 内郁夫

（名 古 屋大学 理 学部生 物学教室）

細 胞 の phenotypic 　 expression （ま　excluslbility を 意

味す る 。 細胞 の 分化 は pluripotency か ら unipo ・

tency へ の 移行 で あ る 。
　 exclusibiLity の 原 理 が ，い

か な る程度に，い か よ うに 行 われ て い る か を 考察す

る 。
melanosome は Golgi　 associated 　endoplasrnic

retiCulum に起源 を もつ
。
　pterinosome も同様 の 起

源 をもつ と考 え る時，両者は同時 に は 同
一

細胞 内に

存在 し得 な い 。
つ ま り， メ ラ ノ ホ ァ 中 に pterino

−

some は 存在 せ ず ，キ サ ソ ト ホ ア 中 に melanosome

は 存在 しな い 。 そ れ故 ，
プ テ リ ジ ソ は メ ラ ノ ホ ア に

お い て は melanosorne 中iCあ る。　 biopterin，　AHP ，

xanthopterin −1ike 物 質 が， 金 魚 ・イ モ リ ・難 胚 の

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

452 日本動物学会 大 会第42回講演要旨

脈絡膜 メ ラ ノ ボ ア ，網膜色素上皮 の メ ラ ノ ソ ーム に

多量 に 見出 され た e メ ダ カ の 白色素胞 の drosopte−

．r：nosome の プ リ ン 成分 は 尿酸で あ る 。 こ れは xan ・

thine　oxidase が プ テ リジ ン 代謝 と プ リ ソ 代謝 の 両

者に作用 して い る事を示す 。 黄色素胞 の sepiapte ・

rinosome の メ ラ ＝ソ 化 は そ れ の 分化 の 初期 の も の

程，強 い
。

ヒ メ ダ カ の amelanosome の 人為 メ ラ ニ

ン 化 ICよ り， そ れ の 遺伝的構造の 異常が み い だ さ れ

た 。

ニ ホ ン ア カ ガ エ ル の 赤色素胞 の 電顕的観察

　　　　 安富真 澄 ・波磨忠雄

（名古屋 大 学 理 学部生物学教室）

　 両生 類で は変態 の と き新 しい 色素細胞 が出現す る

の が み られ る 。
ニ ホ ン ア カ ガ エ ル の 赤色素胞 もこ の

．一
つ で あ り， 変態後 1 週間位 で あ らわれ る 。 こ の 細

胞 は 色 素と し て カ ロ チ ノ イ ドで は な くて 赤色 の ド ロ

ソ ブ テ リ ソ を 持 っ て い る。一
方黄色 の プ テ リ ン 化合

物を 含 ん だもう
一

つ の 色素細胞 と して 黄色素胞 が存

在 す る 。こ の 両 色素胞 は 光顕 で は よ く区別 で き る が

電 顕的＋C は 区別す る こ とが困難 で あ っ た。し か し詳

細 に 調 べ て み る と こ の 両 色素胞 は 光顕 で は よ く区別

で き る が電顕的 に は 区別する こ とが困難 で あ っ た。

しか し詳細 に調べ て み る とこ の 両色素胞 の 色素顆粒

に 違 い が あ る こ と が わ か っ た
。 すな わ ち，黄色素胞

の 色素顆粒 （ブ テ ソ ノ ソ
ー

ム ） に は車空 の もの ， 無

構造な 物質を蓄え た も の ，ラ メ ラ 状 に 配列 した 1携

造 を も っ た もの ， の 3種が み られ る e 赤色素胞 の 色

素顆粒 （ドロ ソ ブ テ リ ノ ソ
ー

ム ） に は繊 維 状 の 溝造

物 を 蓄 え た もの ，電 子密度が 高 く内部構造 の わ か ら

な い もの な ど が あ る。つ ま リプ テ リ ノ ソ ーム の よ う

な ラ メ ラ 構造 は 発達 し て い な い
。 ま た黄色色素胞 に

み られ る脂肪 顆粒 も存在 し て い ない 。

金 魚 の 黄色 素胞中 に 見 ら れ た 新 し い 繕造 に つ い て

　　　　 竹 内郁夫 ・梶島 孝雄

（名古屋 大 学理 学部生物学教室）

定 さ れ ない 構造が 見出 され た 。 そ れ は 直径 60〜80

m ；t の ， 電子密度 の 均質的に高い顆粒で，細胞質中

に
一

様 に 高 い 密度 で 分 布 して い る。本実験 並 び に 過

去 の 報告よ り，
こ の 構造は カ ロ チ ノ イ ドを 含む脂質

性 の もの と考え た が，そ の 根拠 は，1）　 ダ ル トン 液

中の 重 ク ロ ム 酸 カ リ は脂質 の 固定 に 用 い ら れ て い

る e2 ） 三 島 （1963）は水溶性包埋剤を使 い ， 同様

の 搆造を報じて い る 。
3）　 こ の 顆粒 の 細胞 内分布 は

カ ロ チ ノ イ ドの 分布とよ く
一

致す る （未発表）。
4）

遠心 分離法 で は カ ロ チ ノ イ ドは 小 胞体分画 と 上 澄 に

み られ る が （松本 ・小 比 賀 1968），こ の 黥粒 の 大 き

さを考 え る と よ く一致す る 。

　 こ の 顆粒 の 由来 と して ，ゴ ル ジ 体 ・小 胞 体 ・胞 飲

小 胞 な ど は内腔 の 電子密度 が 低 く， 該当 し な い と考

え られ ，将来の 研究課題と な った 。

シ ャ コ 貝 の 虹彩胞 の 構 造 と そ の 形 成

　　　 川 口 四 郎
・上 島孝久

（岡 山 大学理 学部 生 物学教室）

　 前に報告 し た如 くシ ャ
コ 貝外套 の 鮮 か な 色彩 は詰

合組織中 の 虹 彩胞 に よ る が ，ヒ メ ジ ャ
コ の 虹彩胞 に

は ，膜 に 包まれ た 　L2xO 、5xO ．1 μm 程の 好 オ ス

ミ ウ ム 性仮晶体 の 虹彩 小 板が 層状 に 排列 し て い る 。

虹 彩胞 で は こ の 干 渉層 の 規則性 が 重要 で あ るが ， こ

の 網胞 で は形 質膜 が 等間隔 に陥入 して
一

定 中の 胞 状

体 と な り ， こ れが 細胞質 を画
一

に 仕 切 っ て い る 。 こ

の 細 胞 質部分 に 虹 彩小 板 は形成 さ れ ， 排列 さ れ て い

く。 発達期の 虹 彩胞 に は ， 核を 中心 に リ ボ ソ ーム や

大小 の 胞状体 の 密 な 分布 が 見 られ ， 同時 に 粗面小 胞

体 や ゴ ル ジ 体 も多 く現 わ れ る
。

ゴ ル ジ 胞 は ，ゴ ル ジ

域 よ り微細小管 に 沿 っ て 先述 の 小板形成部位 に 送 ら

れ ，こ こ で リ ボ ゾ ーム や 胞 状 体 と共 に 小 板形成 に 当

る 。 な お ， こ の 動物 の 外套 に は 他 の 色 素胞 は余り見

られ な い が，共生 して い る掲色渦鞭毛 藻 が 虹 彩胞層

の 内 側 に あ っ て 散 乱 光 を 吸 収 し，虹 彩効果 を 助けて

い る。同時に 虹 彩 胞 も共 生 藻 に 対 し て 光学 フ ィ
ル タ

ーの 働 きを し て い る もの と思わ れ る 。

　金 魚 の 黄色素胞 中 に ， ダ ル ト ン の オ ス ミ ウ ム ・ク

ロ ー
ム 液 で 固定 さ れ ， 通 常の ミ ロ ー＝・ e 緩衝液 に よ

る グ ル タル ア ル デ ヒ ド ・オ ス ミ ウ ム ニ 重固定 で は 固
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